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研究成果の概要（和文）：他者からの否定的評価を恐れ，人と接する場面を避ける社交不安者の注意の向け方，
および記憶への影響について調べた。社交不安者は，目的に従ってある対象を見つけようとする際，本来の目的
とは関係のない情報に注意を向ける傾向が強い。そのため，目的の対象を見逃してしまったり，正確に記憶する
ことが困難であったりすることが明らかとなった。一方で，目的の対象以外の情報にも注意を向けているため，
他の人よりも多くの情報を記憶していることが示された。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated whether individuals with social anxiety 
involuntarily direct attention to distractors, which impairs working memory quality for targets and 
enhances long-term memory for distractors. The results demonstrated that impaired working memory 
quality for targets was associated with social anxiety under distractors presented. Guess rates for 
target recognition were increased in social anxiety when distractor stimuli were presented with 
targets. Moreover, prolonged attention to the distractors enhanced long-term memory for distractors 
in socially anxious individuals. In both studies, individuals with social anxiety demonstrated a 
high degree of sensitivity to goal-irrelevant distractors and enhanced their processing. 

研究分野： 異常心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
目的とは関係のない情報への注意は，目的を達成するためには邪魔な行為である。しかし，目的の対象だけ注意
を向けることが有用であろうか。例えば，人前で話すときも，ある特定の人物にのみ注意を向けるより，様々な
人物へ注意を向けたほうが状況をより正確に把握することが可能である。社交不安者は，将来生じる脅威に備え
多くの情報を収集しているのではないか。社交不安者に見られる特徴は，不安を強める不適応的なものと考えら
れてきたが，個々の特徴には適応的意義のある可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
社交不安症とは，他者からの否定的な評価を恐れ，注目される社交場面（人前での会話，会食

場面など）で過度の恐怖感が生じる疾患を指す。生涯有病率は約 12％と高く（Kessler et al., 
2005），また社交不安症の診断基準に満たないものの社交不安傾向の強い人（以下，社交不安者
とする）が多くいることから（音羽・森田，2015），社交不安傾向の段階において十分な改善・
予防対策を講じることが必要である。そのためには社交不安者の特徴を明らかにすることが必
要である。 
社交不安者の特徴の 1 つに，過度な情報収集があげられる。例えば，目の前に複数の視覚刺激

があり，その中からあるターゲット（特定の人物など）を見つける際，社交不安者は余計な情報
（ターゲットとは異なる人物など，以下妨害情報とする）に注意を向けてしまう可能性が示唆さ
れている（守谷，2019）。過度な情報収集により，社交不安者は目標としているターゲットを見
逃し，目標を完遂することができず，自己評価の低下，ひいては他者からの評価に対する恐れが
強まると考えられる。 
しかし，過度な情報収集が必ず不適応的とは言えないのではないか。例えば，社交場面で他者

からの評価を判断するには，多くの情報を集め，様々な人々の言動や状況を把握することが重要
であろう。さらに過去に収集した妨害情報が，将来的にターゲットとなり役立つ可能性も考えら
れる。そもそも不安とは，明確な脅威が目の前にはなく潜んでいる状態であり，将来生じる脅威
に備え多くの情報を収集することは適応的な行為と考えられる（Mobbs et al., 2020）。したがっ
て，過度な情報収集は社交不安にとって必ずしも悪い影響だけとは限らないのではないか。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，過度な情報収集が社交不安者に見られるか，つまり社交不安者は率先して妨

害情報を処理してしまうか明らかにすることであった。さらには，過度な情報収集が社交不安者
の将来の課題に対するパフォーマンスへ影響を与えるか検討することも目的であった。過度な
情報収集に関して，ワーキングメモリ（研究 1）と視覚探索課題（研究 2）より検討した。 
 
（１）妨害情報に対するワーキングメモリの質と社交不安との関連（研究 1） 
ワーキングメモリ課題では，記憶すべき情報（ターゲット）のほかにも，記憶する必要のない

妨害情報が提示されることがある。記憶を保持する量（記憶できる数）や質（正確な記憶）には
限界があるため，妨害情報を記憶することでターゲットの情報を正確に記憶できなくなる可能
性が考えられる。上記の通り，社交不安者が妨害情報に注意を向ける傾向があるとしたら，ター
ゲットに対するワーキングメモリの量と質が低下すると考えられる。実際，妨害情報が提示され
た際，社交不安者や不安傾向の高い人でターゲットに対するワーキングメモリの量が低下する
ことが，複数の研究で示されている（Berggren, 2020; Berggren et al., 2017; Moriya & Sugiura, 
2012; Qi et al., 2014; Stout et al., 2013, 2015, 2017; Stout & Rokke, 2010; Yuan et al., 2021）。
しかし，ワーキングメモリの質，すなわち対象の特徴をどれほど正確に記憶できているかは，検
討されていない。 
研究 1 では，社交不安者に過度な情報収集の傾向が見られるとしたら，社交不安者は妨害情

報を処理することで，ターゲットを正確に記憶できなくなるのか，ワーキングメモリの質が低下
するか明らかにすることを目的とした。 
 
（２）妨害情報への注意による記憶の向上と社交不安との関連（研究 2） 
人は一度に全ての情報に注意を向けることができない。そのため，複数の視覚刺激が提示され

る視覚探索課題において，妨害情報へ注意を向けずにターゲットをすばやく見つけようとする。
そして，注意が向けられたものほど長期記憶として保持される（Sasin & Fougnie, 2021; 
Williams, 2010; Williams et al., 2005）。上記の通り，社交不安者が妨害情報に注意を向ける傾
向があるとしたら，社交不安者ほど妨害情報の記憶が定着している可能性が考えられる。 
研究 2 では，社交不安者が妨害情報へ注意を向けることで，その情報をより記憶しているか

明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１では，オンライン実験によりワーキングメモリの質を問う Continuous Recall Task 
(CRT)を実施した。実験に先立ち，参加者には社交不安を測定するアンケートのほか，実験中の
感情状態（不安感）について測定するアンケートに答えてもらった。CRT では，最初にパソコ
ン画面上に複数の刺激が一瞬だけ提示されるため，参加者にはできるだけ正確に刺激を覚える
ように教示する。例えば，刺激が矢印のような方向を持つ場合は，その方向をできるだけ正確に
覚えてもらう。人の表情の場合は，どのような表情かできるだけ正確に覚えてもらう。1 秒後，
画面の 1 か所に白い枠が提示されるため，参加者にはその枠内に提示されていた刺激をできる
だけ正確に思い出してもらう。そして，画面中央に提示された同じカテゴリーの刺激を，記憶し



ている刺激にできるだけ似せるように調整してもらう。例えば，矢印のような刺激であれば，中
央に提示された刺激の向きを回転させることで，できるだけ記憶している刺激の向きと同じに
なるように調整してもらう。人の表情であれば，キー押しによって中央に提示された顔表情が
様々に変化するので，記憶した表情と合致するように調整してもらう。課題では，ターゲットの
み表示される条件（統制条件）と，妨害情報も同時に提示される条件（妨害条件）とが用意され
ており，各条件でのワーキングメモリの質を分析する。 
 
（２）研究 2 では，オンライン実験により視覚探索課題を実施した。課題では，パソコン画面に
ある物の写真が 4 枚提示され，その中に必ずターゲットの写真（傘，もしくは靴下の写真）があ
るので，参加者にはターゲットの位置をキー押しですばやく答えてもらった。残りの 3 枚の写
真は妨害情報となる。視覚探索課題の終了後，妨害情報を覚えているか予告なしに再認記憶課題
を実施した。実験は統制群とストレス群に分けられ行われた。ストレス群では，実験中に成績が
思わしくないと嘘の教示が与えられることで，社交不安者に特徴的な否定的な評価の懸念を強
めた状態で実験を実施してもらった。統制群では，特に成績に関するフィードバックは行わない。
また実験に先立ち，参加者には社交不安を測定するアンケートに答えてもらい，実験中にも感情
状態（不安感）を測定する尺度に答えてもらった。 
 
４．研究成果 
（１）のべ 150 名程度を対象に実験を実施した。結果，社交不安傾向が高まるほど妨害条件に
おいてターゲットのワーキングメモリの質が低下していた。例えば，矢印の向きを正確に覚えて
もらう場合，社交不安傾向が強いほど，妨害情報を処理してしまうためターゲットを正確に覚え
られない。そのため，統制条件に比べて妨害条件で適当に向きを答える傾向（Guess Rate）が強
まった（図 1 左）。また人の表情に対しても同様の傾向が見られ，妨害情報が提示されると社交
不安者はターゲットの表情を思い出せないため，統制条件に比べ妨害条件で適当な表情を答え
る傾向が見られた（図 1 右）。このことから，社交不安者ほど本来覚える必要のない妨害情報ま
で記憶しようとしていると考えられる。 
 
図 1 妨害条件と統制条件におけるワーキングメモリの Guess Rate の差分と，社交不安得点と
の関連 

注：どちらも Guess Rate の差分が大きいほど，統制条件に比べ妨害条件で適当な回答が多いこ
とを意味する 
 
（２）のべ 200 名強の参加者を対象に実験を実施した。結果，統制群でもストレス群でも，社交
不安が高いほど視覚探索課題において妨害情報へ注意を向けていることが明らかになった。さ
らに，再認記憶課題において，ストレス群の社交不安者ほど妨害情報を記憶していることが示さ
れた。媒介分析の結果，視覚探索課題における妨害情報への注意を媒介して，社交不安者は妨害
情報の記憶を促進させることが分かった。特にストレス群ほど，注意を媒介した社交不安の高さ
による記憶の促進が顕著であった（図 2）。 
 
図 2 社交不安と妨害情報への記憶に関連する注意の媒介効果 
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注：数値は標準化係数。間接効果が有意であった。 
 
全ての研究成果を通じて，社交不安者が妨害情報へ注意を向けることで，ターゲットを正確に

記憶できなくなっていること，その一方で妨害情報をより多く記憶していることが確認された。
ただし，妨害情報に対する記憶の向上が社交不安者にとってどれほど有用なことであるか，検討
は不十分であった。過去の記憶は将来の問題解決の際に役立つことを考えれば，社交不安者に見
られた妨害情報の記憶の促進は，将来の問題解決に繋がる可能性はあるが，今後詳細に検討する
必要がある。 
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